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令和元年度第２回袖ケ浦市社会教育委員会議 

 

１ 開催日時  令和元年７月１２日 午後３時開会 

 

２ 開催場所  袖ケ浦市役所 旧館３階大会議室 

 

３ 出席委員 

委 員 鴇田 道雄 委 員 稲垣 昭彦 

委 員 松井 恭子 委 員 石井 ゆみ子 

委 員 二宮 義文 委 員 佐々木 眞由美 

委 員 田中 雪夫 委 員 小泉 康 

委 員 川瀬 雅雄 委 員 中山 正紀 

委 員 木村 育子 委 員 徳永 啓子 

委 員 在原 潤 委 員 西田 隆司 

委 員 髙石 昌行   

 

４ 出席職員 

教育長 御園 朋夫 生涯学習課副課長 稲葉 理恵 

参事（兼生涯学習課長） 小阪 潤一郎 生涯学習課副主幹 小川 修也 

中央図書館館長 嶋田 育子 生涯学習課主任主事 下重 敦也 

郷土博物館副館長 西原 崇浩 生涯学習課社会教育班長 浦邉 宜文 

体育振興課副課長 緒形 卓史   

 

５ 傍聴定員と傍聴人数 

 

 

６ 議 題 

（１）袖ケ浦市社会教育委員委員長・副委員長の選出について 

（２）令和２年袖ケ浦市成人式実行委員の選出について 

（３）各事業の実施結果について 

 

７ 議 題 

（１）今後の各種事業の実施予定について 

 

８ 議 事 

傍聴定員 ５人 

傍聴人数 ０人 
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議題（１）袖ケ浦市社会教育委員委員長・副委員長の選出について 

事務局浦邉：資料の２ページ今回の会議は、委員が改選されて初めての会 

議となりますので、委員長・副委員長の選出がされていませ

ん。仮議長を立てまして、議事の進行をさせていただきます

がよろしいでしょうか 

（異議なし） 

事務局浦邉：それでは、仮議長につきましては、事務局より提案させてい

ただきますがよろしいでしょうか。 

       （異議なし） 

事務局浦邉：仮議長は、生涯学習課小阪課長にお願いしたいと思います。 

よろしいでしょうか。 

（異議なし） 

  事務局浦邉：それでは、小阪課長よろしくお願いします。 

   小阪課長：仮議長を務めさせていただきます。生涯学習課小阪です。よ 

ろしくお願いいたします。 

それでは、議題１、袖ケ浦市社会教育委員委員長・副委員長

の選出について事務局より説明をお願いします。 

  事務局浦邉：袖ケ浦市社会教育委員委員長・副委員長の選出について、資 

料２ページから５ページを説明。 

   小阪課長：ただいま、事務局からの説明がありましたとおり、袖ケ浦市 

社会教育委員会議運営規則第２条の規定により、委員の互選 

によるものとなっています。委員の皆様からご選出について

のご提案があればと思いますが、いかがでしょうか。 

（意見なし） 

   稲垣委員：議長一任。事務局案があればお願いしたい。 

小阪課長：事務局（案）があればとのことですが、事務局お願いします。 

  事務局浦邉：事務局（案）を提示いたします。委員長につきましては、二 

宮委員を推薦いたします。副委員長につきましては、田中委

員、佐々木委員を推薦いたします。 

   小阪課長：ただいま、事務局（案）の提示がありました。 

        二宮委員を委員長に、田中委員、佐々木委員を副委員長に選

出することについてお諮りいたします。よろしいでしょうか。 

        （拍手多数により承認） 

   小阪課長：ありがとうございます。 

        互選により、委員長に二宮委員、副委員長に田中委員、佐々

木委員が選出されました。 

これをもちまして、私の仮議長としての役割を終わらせてい
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ただきます。会議の進行のご協力ありがとうございました。 

  事務局浦邉：委員長、副委員長になられた皆様、前の席へ移動をお願いし 

ます。 

事務局浦邉：それでは、ここからは袖ケ浦市社会教育委員会議運営規則第

４条の規定により、二宮委員長に今後の進行をお願いします。 

 

議題（２）令和２年袖ケ浦市成人式実行委員の選出について 

二宮委員長：それでは、議題２、令和２年袖ケ浦市成人式実行委員の選出

について、事務局から説明願います。 

事務局浦邉：令和２年袖ケ浦市成人式実行委員の選出について、資料６ 

ページから７ページまで説明。 

二宮委員長：例年、成人式実行委員は各地区で集まって、その中で決めて

もらっています。 

それでは、成人式実行委員について、地区ごとに１名ずつ、 

合計５名選出をお願いします。 

（各地区に分かれ話し合い） 

  二宮委員長：各地区の協議の結果、昭和地区は小泉委員、長浦地区は在原 

委員、蔵波地区は徳永委員、根形地区は髙石委員、平川地区

は西田委員に決定しましたので、よろしくお願いします。  

 

議題（３）各事業の実施結果について 

下重主任主事：令和元年度袖ケ浦市青少年健全育成推進大会について 

        資料８ページから９ページを説明 

田中委員：市民会議の会員募集の場所が入り口を入った左側でわかりにく

かった。来年は場所を変えることでもっと加入が見込めるので

はないかと思う。三学大学は非常に良い内容だった。中学生に

も聞かせたい内容であった。 

二宮委員長：来賓席の人数が多かった。逆に主催者側が少なかったが、あれ

で良いのか。 

小阪課長：主催が青少年育成袖ケ浦市民会議であるため、市長、教育長は

来賓とした。 

二宮委員長：来賓席が多くなり、バランスを考えるとどうかと思った。また、

昨日、千葉県社会教育委員連絡協議会代議員会議があり、市原

市の事例の発表があった。その中で市原市の社会教委員が中学

生に対して、スマートフォンの利用についてのアンケートを実

施した。２１時以降の利用について、約７０％（利用しないほ
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うが良い・約４０％、利用しないのもやむなし・約３０％）が

利用に際して、中学生自身から制限をかけたほうが良いとの回

答があった。理由としては、危険防止や夜更かしにより生活習

慣が乱れるなどの理由であった。 

       市原市としてはルールを決めて、リーフレットを作成し、実行

しているとのことであり、非常に興味深い内容であった。 

御園教育長：保護者に聞いてもらえたら良い内容であった。割合的に保護者

が少なかった。我々のＰＲにもう少し工夫が出来たら良かった

なと反省をしている。 

髙石委員：小学生、中学生に聞かせたいという気持ちはわかるが、今の小・

中学生は忙しい。学校毎に参加者が割り当てられるのを懸念し

ている。子供達に負担がかからないような方法を考えてもらい

たい。 

鴇田委員：情報モラル教育として、すでに小中学校で実施している。子供

たちを市民会館に集めるという発想はない。学校の中で完結す

るようになっている。 

稲葉副課長：ユニセフ・ラブウォークについて 

        資料１０ページを説明 

二宮委員長：この事業は初めてですか。 

稲葉副課長：県内の色々な場所で実施されています。今までに房総のむらや

我孫子市などで開催されています。 

小阪課長：参加者のうち約半分が市外の方であった。山野貝塚などの文化

財についてＰＲができた。 

川瀬委員：ユニセフ・ラブウォークの名称はユニセフがつけたのですか。 

小阪課長：ユニセフがつけたイベントの名称です。 

稲葉副課長：第２４回ミュージアムフェスティバルについて 

        資料１１ページを説明 

小泉委員：私は２日目に参加しました。私の担当は古文書の説明をする場

所でありましたがあまり人気が無かった。十二単の試着の場所

に子供とお母さんがたくさん集まっていた。参加して楽しかっ

た。 

御園教育長：傾向としてお父さんと子供が連なって参加している光景が良く

見られた。積極的にそのような形を作りたいと考えている。 

報告（１）今後の各種事業の実施予定について 

嶋田中央図書館長：夏のトショロ月間について 

        別添の資料により説明 
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松井委員：たくさんの新しい取り組みを考えていただいていると思います。

中学生が展示や調べ学習で利用させてもらっているが、図書館

の使い方や中学生でもサービスを受けられることなどを教えて、

良い利用者となれるようにしたいと思います。たくさん押し掛

けると思いますがよろしくお願いします。 

徳永委員：保護者としては非常にありがたいという思いです。長い夏休み

に家でテレビを観てだらだらと過ごしかねないと思います。図

書館に行くことで体験ができる、本が読めるという環境がある

のがありがたいと思う。子供や家庭に周知をして、足を運んで

もらえたらありがたいなと思います。 

二宮委員長：青少年健全育成推進大会で実践発表を行って素晴らしかった「奈

良輪らっキー隊」が中央図書館で公演するということはあるの

か。 

嶋田中央図書館長：学校での活動がメインで、図書館ではありません。 

佐々木委員：図書館なので静かにしなければならないが、夏休みなどで子供

たちが集ったときに少し話ができるようなスペースはあるのか。 

嶋田中央図書館長：場所としては設けていないが、児童室内にテーブルがある。夏

休み中の児童コーナーは賑やかになっているが、大人の方も理

解してくれていて、それに対して何かを言うことはない。 

佐々木委員：中学生や高校生が自分の将来を考えるような図書を選ぶコーナ

ーがあり、意見交換ができるようなスペースはあるのか。 

嶋田中央図書館長：中央図書館の閲覧室の両サイドの児童室側に中学生向けのジュ

ニアコーナーを設けています。それと、一般のほうに高校生向

けということでヤングアダルトコーナーを設けまして、図書を

置いております。ただ、意見交換ができるようなスペースは設

けておりません。 

佐々木委員：そうであれば中庭のスペースをうまく使うなどを考えていただ

ければと思います。 

小泉委員：図書館を利用させてもらっているが、話している声が聞こえて

くる。図書館は周囲に迷惑をかけてはいけない場所であるとい

うことを徹底して教える。それこそ社会教育なのではないかと

考えることがある。 

嶋田中央図書館長：お互いに良い環境で過ごせるように、目に余るようなときは注

意をしております。 

緒形体育振興課副課長：プロ野球イースタンリーグについて 

        別添の資料により説明 
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川瀬委員：千葉ロッテマリーンズ対東京読売ジャイアンツ戦という好カー

ドのため、今年は人気が出ると思い、期待しています。 

小川副主幹：第２４回そでがうらわんぱくクエストについて 

        別添資料と映像資料により説明 

田中委員：７月２７日（土）に市営球場で子どもスポーツ大会が開催され

る。１７チームが参加する。 

       ８月４日（日）から６日（火）にかけて、子ども会のジュニア

リーダー研修がある。また、８月１８日（日）から２０日（火）

にかけて子ども会のキャンプがあり、私も参加します。 

       ９月２３日（月）に房総こどもかるた大会を平川公民館体育室

で開催します。お時間があれば見ていただきたいと思います。 

西田委員：私が地域で活動を始めたのが４年前、住んでいる地域には子供

が少ない。こういった若い人たちの観点で物を考えたことが無

かったので、観点を変えていかなければいけないと感じた。 

       閉じこもりがちな高齢者をいかに外へ出して楽しんでいただく

かという知恵をみんなで出し合いながら考えていた。 

       もっと幅広く物事を考えていかなければいけないと感じました。 

事務局浦邉：第５０回関東甲信越静社会教育研究大会埼玉大会について 

        別紙により説明 

       君津地方社会教育連絡協議会の研修会として実施しようと考え

ている。４市の研修担当が袖ケ浦市となるので奮って参加いた

だきたい。詳細については後日、案内いたします。 

 

午後５時０５分閉会 
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社 会 教 育 委 員 会 議 
 

 

                    日 時  令和元年７月１２日（金） 

                         午後３時から午後５時 

                    場 所  旧館３階大会議室 

 

 

次  第 

 

 １ 開会のことば 

  

 ２ 議 題 

  （１）袖ケ浦市社会教育委員委員長・副委員長の選出について 

  （２）令和２年袖ケ浦市成人式実行委員の選出について 

（３）各事業の実施結果について 

    ・青少年健全育成推進大会について 

    ・ユニセフ・ラブウォークについて 

    ・第２４回ミュージアムフェスティバルについて 

 

３ 報 告 

  （１）今後の各種事業の実施予定について 

     ・夏のトショロ月間について 

     ・プロ野球イースタンリーグについて 

     ・その他 

 

 ４ その他 

 

 ５ 閉会のことば 
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日 時 令和元年７月１２日（金） 

午後３時から午後５時 

場 所 袖ケ浦市役所 旧館 3 階大会議室 
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第２５期袖ケ浦市社会教育委員名簿

№  氏      名 性別 選　　出　　区　　分 備考

1 鴇田
と き た

　道雄
み ち お

男 学校教育（袖ケ浦市小中学校長会） ４期目

2 松井
まつ い

　恭子
きょうこ

女 学校教育（袖ケ浦市学校司書） ５期目

3 二
にの

宮
みや

　義
よし

文
ふみ

男 社会教育（袖ケ浦市少年野球連盟） 10期目

4 田中
 た なか

　雪夫
ゆき お

男 社会教育（袖ケ浦市子ども会育成会連絡協議会） ７期目

5 川瀬
かわ せ

　雅雄
まさ お

男 社会教育（袖ケ浦市体育協会） ５期目

6 木村
き む ら

　育子
い く こ

女 社会教育（袖ケ浦市音楽協会） ５期目

7 在原
ありはら

　潤
じゅん

男 社会教育（青少年相談員連絡協議会） ２期目

8 高石
たかいし

　昌行
まさゆき

男 社会教育（袖ケ浦市ＰＴＡ連絡協議会） １期目

9 稲垣
いながき

　昭彦
あきひこ

男 社会教育（袖ケ浦市文化協会） ４期目

10 石井
い し い

　ゆみ子
こ

女 家庭教育（保育ボランティアグループ ひよこの会） ３期目

11 小泉
こいずみ

　康
やすし

男 学識経験者 ２期目

12 佐々木
 さ  さ  き

　眞由美
 ま  ゆ  み

女 学識経験者 ７期目

13 中山
なかやま

　正紀
まさ き

男 学識経験者 ４期目

14 徳永
とくなが

　啓子
け い こ

女 学識経験者 １期目

15 西田
にしだ

　隆司
たかし

男 学識経験者 １期目

　委員任期　　　令和元年７月１日から令和３年６月３０日

　



議題１ 袖ケ浦市社会教育委員委員長・副委員長の選出について 

 

１ 概要 

袖ケ浦市社会教育委員会議運営規則第２条の規定により、委員の互選により、委 

員長・副委員長を置くものとする。 

 

２ 任期 

  委員長及び副委員長の任期は、２年とする。ただし、再選されることができる。 

 

３ 職務 

  委員長は、委員の会議を主宰する。 

  副委員長は、委員長を助け、委員長に事故があるとき又は委員長が欠けたときは、

その職務を行う。 

 

４ 委員長・副委員長 

 

 （１）委 員 長                         

 

 

 （２）副委員長                         

  

 

    副委員長                         

   

 

 



○袖ケ浦市社会教育委員に関する条例 

 

第１条 社会教育法（昭和２４年法律第２０７号）第１５条第１項の規定によ

り、袖ケ浦市社会教育委員（以下「委員」という。）を置く。 

２ 委員は、学校教育及び社会教育の関係者、家庭教育の向上に資する活動を

行う者並びに学識経験のある者の中から、袖ケ浦市教育委員会が委嘱する。 

３ 委員の定数は、１５人以内とする。 

 

第２条 委員の任期は２年とし、委員が欠けた場合の補欠委員の任期は、前任

者の残任期間とする。 

 

第３条 袖ケ浦市教育委員会は、特別の事情がある場合には、委員の任期中で

も委嘱を解くことができる。 

 

第４条 委員がその職務を行うために要する費用は、これを弁償する。 

２ 前項の費用弁償については旅費とみなし、袖ケ浦市特別職の職員で非常勤

のものの報酬及び費用弁償に関する条例（昭和４６年条例第２６号）の例に

よって支給するものとする。 

 

第５条 この条例に定めるもののほか、委員の会議その他運営に関し、必要な

事項は規則で定める。 

 



○袖ケ浦市社会教育委員会議運営規則 

 

（趣旨） 

第１条 この規則は、法令並びに袖ケ浦市社会教育委員に関する条例（昭和４

６年条例第７３号）第５条の規定により社会教育委員会議の運営について定

めるものとする。 

 

（委員長及び副委員長） 

第２条 社会教育委員（以下「委員」という。）の会議には、委員の互選によ

る委員長及び副委員長を置くものとする。 

 

第３条 委員長及び副委員長の任期は、２年とする。ただし、再選されること

ができる。 

 

第４条 委員長は、委員の会議を主宰する。 

 

第５条 副委員長は、委員長を助け、委員長に事故があるとき又は委員長が欠

けたときは、その職務を行う。 

 

（会議の招集） 

第６条 委員の会議は、委員長が招集する。 

 

第７条 会議開催の場所及び日時は、会議に付議すべき事件とともに委員長が

あらかじめ、これを通知しなければならない。 

 

第８条 招集は、開会の日前３日までにこれを通知しなければならない。ただ

し、急を要する場合は、この限りでない。 

 



（会議） 

第９条 委員の会議は、委員の３分の２以上の出席がなければ開くことができ

ない。 

２ 委員の会議の議決は、出席者の過半数できめる。 

 

（定例会及び臨時会） 

第１０条 委員の会議は、定例会及び臨時会とする。 

 

第１１条 定例会は、年２回以上これを招集しなければならない。 

 

第１２条 臨時会は必要がある場合において、その事件に限りこれを招集する。 

 

第１３条 会議招集の通知後に急を要する事件があるときは、第８条及び前条

の規定にかかわらず、直ちにこれを会議に付議することができる。 

 

（説明、資料の要求） 

第１４条 委員は、会議において関係職員に対し説明又は資料の提出を求める

ことができる。 

 

（関係職員の出席） 

第１５条 関係職員は、会議に出席して意見を述べることができる。 

 

（補則） 

第１６条 この規則に定めるもののほか、委員の会議に必要な事項は、別にこ

れを定める。 

 

（会議の庶務） 

第１７条 委員の会議に関する庶務は、教育委員会生涯学習課で行う。 



 

議題２ 令和２年袖ケ浦市成人式実行委員の選出について 

 

袖ケ浦市成人式実行委員の選出 

  令和２年袖ケ浦市成人式実行委員の選出について依頼がありましたので、社会教育委

員より、地区ごとに実行委員を選出するものです。 

 

 

  選出人数  ５名（昭和・長浦・蔵波・根形・平川地区 各１名） 

  

 

 

 

 

  昭和地区                      

 

 

  長浦地区                      

 

 

  蔵波地区                      

 

 

  根形地区                      

 

 

  平川地区                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

令和２年度袖ケ浦市成人式について 
 

○日時  令和２年１月１２日（日） 

開式：午前１０時３０分（昭和、長浦、根形、平川地区） 

午後 １時３０分（蔵波地区） 

○会場  昭和地区：市民会館 

長浦地区・蔵波地区：長浦公民館 

根形地区：根形公民館 

平川地区：平岡公民館 

○対象  平成１１年４月２日から平成１２年４月１日生まれの 

・市内に住民登録をしている者 

・袖ケ浦市内の小・中学校を卒業し、他市町村に住民登録している者で、出席

を希望する者 

    令和 2 年 平成 31 年 増減 

昭和地区 

男 127 人 126 人 1 人 

女 127 人 91 人 16 人 

計 214 人 197 人 17 人 

長浦地区 

男 53 人 56 人 △ 3 人 

女 45 人 57 人 △ 12 人 

計 98 人 113 人 △ 15 人 

蔵波地区 

男 82 人 84 人 △ 2 人 

女 64 人 77 人 △ 13 人 

計 146 人 161 人 △ 15 人 

根形地区 

男 22 人 31 人 △ 9 人 

女 22 人 32 人 △ 12 人 

計 42 人 61 人 △ 19 人 

平川地区 

男 52 人 66 人 △ 14 人 

女 52 人 56 人 △ 6 人 

計 122 人 122 人 △ 22 人 

合  計 

男 316 人 343 人 △ 27 人 

女 286 人 311 人 △ 25 人 

計 622 人 654 人 △ 52 人 

 

○内容  開式のことば、国歌斉唱、主催者あいさつ、来賓祝辞、新成人代表あいさつ、

閉式のことば 

○運営  各地区成人式実行委員会を組織し、準備から当日の運営及び記念行事の内容な

どを協議する。 

（実行委員会構成員）新成人代表、社会教育委員、公民館運営審議会、青少年相談員、青

少年健全育成地区住民会議、生涯学習課、市民会館・公民館 

 



  

議題（３） 各事業の実施結果について 

令和元年度袖ケ浦市青少年健全育成推進大会について 

１．日 時 令和元年７月６日（土）午後１時開会 

12：25 ～  受付 

 

13：00 ～  開会行事 

                    (1) 開式の言葉（川瀬実行委員長）  

                    (2) 市民会議会長あいさつ（二宮市民会議会長）  

                    (3) 感謝状贈呈   

                    (4) 来賓祝辞 

出口市長、江野澤県議・阿津市議会議長 

                    (5) 閉会のことば（江崎副実行委員長）  

 

13：35～  市民会議会員募集（田中市民会議副会長）  

 

13：40 ～  実践発表 

              奈良輪らッキー隊 

             （お話ボランティアグループ） 

 

14：03～  子育ての提言、大会宣言  

14：30 ～  記念講演 

  第３８期 第１回市民三学大学講座 

演題 「言葉の責任 ネットの被害者・加害者にならないために」 

   ～命の大切さ、人生の大切さ、あきらめない心～ 

講師 スマイリーキクチ 氏（タレント） 

 

２ 参加者合計 大会 ４５０人 記念講演 ４１０人 

 

３ 協力者募集 

(1)子ども安全パトロール協力者 4名 

(2)青少年育成袖ケ浦市民会議加入者40名 

   

４ 会場内掲示 

(1)実践発表団体の紹介 

(2)感謝状受賞者の紹介 

(3)地区住民会議活動紹介 

(4)教育委員会の取組み（家庭教育学級、山野貝塚） 

 

５ その他 

・市民会議及び実行委員会の共催事業のため、今年度より教育長、部長を 

 来賓とした。 



  

第３８期市民三学大学講座実施報告 

 

１ 日時   令和元年７月６日（土）１４:３０～１６:００ 

 

２ 場所   袖ケ浦市民会館大ホール 

 

３ 講師   スマイリーキクチ（タレント） 

 

４ 演題   「言葉の責任 ネットの被害者・加害者にならないために」 

        ～命の大切さ、人生の大切さ、あきらめない心～ 

 

５ 内容   講演（９０分） 

       パワーポイントを利用したプレゼンテーション形式 

６ 参加者   約４１０名 

（目標値 年間１，８００名） 

 

７ 講座評価 【良かった、まあ良かった】という回答率１００％ 

（目標値９５％以上） 

 

８ その他 

・青少年健全育成推進大会記念講演 

 ・機器トラブルがあったが、まもなく復旧した。 



 

ユニセフ・ラブウォークＩＮ袖ケ浦 

 

【主 催】 千葉ユニセフ協会  

【後 援】 千葉県・袖ケ浦市・袖ケ浦市教育委員会 

【協 賛】 みかど協和（株）・東京サラヤ（株）・生活協同組合コープみらい千葉県本部 

日 時 令和元年６月１６日（日）９：４５～１２：３０ 

場 所 山野貝塚・旧進藤家住宅・袖ケ浦公園等 

参加者 ６３名・スタッフ２４名 

【ボランティア】袖ヶ浦高校７名・ボーイスカウト４名 

参加費 大人 （中学生以上）   ５００円 

子ども（４歳から小学生） ２００円 

内 容 ウォーキングを楽しみながら、参加費をユニセフ募金として世界の

子どもたちを支援するイベントです。 
 

 

〇グループに１枚地図を渡し、２０名程度のグループでコースを回り、 

チェックポイントでクイズを解きながらウォーキングを行いました。 

〇郷土博物館展示（博物館職員）、上総掘り（生涯学習課）、山野貝塚

（生涯学習課）の３か所で職員が解説。 

 

 

 

     
袖ケ浦高校ボランティア同好会活動の様子    山野貝塚現地解説の様子 















1 ． 事業名 第 24 回 そでがうらわんぱくクエスト

2 ． キャッチフレーズ

「心に刻む　最高の夏！

～大切なものに気づくかもしれない6日間～」

3 ． 主催 袖ケ浦市教育委員会

4 ． 趣旨

5 ． 事業内容

6 ． 実施期間

年 7 月 29 日 （ 月 ） ～ 8 月 3 日 （ 土 ） 5 泊 6 日

7 ． 安全管理

・ 非常時に備えて本部を設置し、24時間体制でスタッフを配置します。

・ 本部カウンセラーと看護師を配置し、健康状態の把握や傷病者への対応等を行います。

・ 各班に班対応カウンセラーと事業支援ボランティアが随行し、参加者の安全を見守ります。

・ 災害及び事故発生時は、緊急時対応マニュアルに則り、迅速に対応します。

8 ． 参加者

・ 袖ケ浦市に在住の小学校5年生から中学生で、保護者の参加同意が得られる方

・ 定員 42 名 応募者多数の場合は抽選 （応募状況により班編成を決定）

・ 6 月 22 日 （ 土 ） 7 月 13 日 （ 土 ） に予定の事前研修会に参加できる方

・ 健康（大人の支援なし）で6日間の集団生活が可能な方

※ 薬の管理やアレルギー食品の除去等は対応できません。

※ 参加決定後、かかりつけの医院等で簡単な健康診断を（自費にて）受けていただきます。

・ 災害等の諸事情により、事業を中止・中断する場合があることを予め了承していただける方

及び

年度 そでがうらわんぱくクエスト事業 実施要項

　人間関係の希薄化や自然体験の減少など現代の子どもたちを取り巻く環境は大きく変化してき
ました。このような状況の下で、子どもたちには自主・自立・忍耐力に加えて、他者とうまく関
わっていくための協調性を身につけていくことが求められています。参加する子どもたちは、本
事業での5泊6日の野外泊を通して、たくさんの人と交流する中で、これらの力を身につけていき
ます。仲間と協力しながら、自主性の高いグループ活動を通じて、これからの袖ケ浦市を担う人
材の育成を図ることを目指します。

　行き先は自分たちで考え、様々な体験にチャレンジし、名勝地を訪れながらゴールまでの道の
りを自分の足のみで踏破する事業です。男女別で7人一組の班を作り、5泊6日の険しい旅をその
仲間と力を合わせて乗り切ります。期間中、参加者は野外泊、自炊、徒歩移動を原則として活動
します。各班には、参加者の活動を見守る「カウンセラー」という成人の支援者と事業支援ボラ
ンティアが各1名ずつ同行し、安全面のフォローを行います。
　また、子どもたちが充実した6日間を過ごせるよう、野外生活で必要なスキルを身につけられ
る機会を事前研修会（2回実施）という形で設けてあります。その他、看護師やわんぱくクエス
トのＯＢ・ＯＧ等による後方支援体制の整備にも取り組みます。

2019

2019



9 ． 期待される成果

① 地域の人の親切にふれ「人の温かさを知る」ことができる。

② 「日常のありがたさ」や「家族の温かさ」を実感することができる。

③ 仲間と生活を共にする中で「協調性」を身につけることができる。

④ 「自ら考え行動する力」を身につけることができる。

⑤ 我慢したり、苦しさに耐えたりする「忍耐力」を身につけることができる。

⑥ 人間が生きていく上で必要な「生活技術」を身につけることができる。

⑦ 「自然の厳しさ・素晴らしさ・大切さ」を知ることができる。

⑧ 「郷土の素晴らしさ（自然・歴史・文化・産業等）」に改めて気づくことができる。

10 ． わんぱくルール

① 礼儀正しく、節度を守って行動し、感謝の気持ちを大切にします。

② どんな時も班の仲間と助け合い、全員で行動します。

③ 自然体験や農業体験、ボランティア体験等に挑戦し、自らの見聞を広めます。

④ 「民泊」による野外泊を原則とします。

※ ５泊のうち、３泊以上「民泊」ができるようにがんばります。

※ 人とのふれあいを大切にします。

⑤ 全ての道のりを自らの足で移動します。

⑥ 期間中、保護者や他のグループと接触しません。

⑦ １日１回はお米を炊いて食事をします。

※ 米以外の食料品は持参しません。

※ 火を使う場合は、全てガスコンロを使用します。

⑧ 生活費は一人１日 円、5 泊 6 日 で 円とします。

（参加費一人 円に含まれます）

⑨ 7 月 29 日 （ 月 ） 君津市（富津市）より出発し、8 月 3 日 （ 土 ）

～ の間に袖ケ浦市役所にゴールします。

⑩ 活動範囲は、富津市・君津市・木更津市・袖ケ浦市とします。

11 ． その他

・ 6 月 22 日 （ 土 ） 及び 7 月 13 日 （ 土 ） に、参加者を対象とした事前

研修会を実施し、カウンセラーや班員の顔合わせ、持ち物の確認、コース決め、野外

活動のスキルアップ等を行います。

・ 7 月 29 日 （ 月 ） は市役所において出発式を行い、その後、バスで出発地点へ

移動し、班毎に活動を開始します。

・ 8 月 3 日 （ 土 ） にゴールした後、市役所旧館前駐車場で到着式を行い

現地で解散とします。

・ 参加者は携帯電話やゲーム機等は持参しません。 （カウンセラーのみ携帯電話を持参）

・ 8 月 24 日 （ 土 ） に事後交流会を実施し、本研修の活動を班新聞にまとめます。

・ 参加者、保護者、スタッフにアンケートを実施し、満足度や改善点を調査します。

・ 感想、アンケート結果、班新聞等を掲載した記録集を作成し、配布します。

10,000

400

15:00 16:00

2,400



埼玉県マスコット「コバトン＆さいたまっち」

令和元年
　11月7日㈭～8日㈮

　あなたはどう生きる？  人生100年時代！
      ～主役はあなた　明るく心豊かな社会の実現～

　　～さあ動き出せ“学び”の先へ～

今、時代が変わる 人が変わる
　　　　　　　　　　そして 社会が変わる！

川越市・ウェスタ川越
大ホール ウェスタ川越内各施設

令和元年
　11月7日㈭～8日㈮
★大会スローガン★

　
★研　究　主　題★

　あなたはどう生きる？  人生100年時代！
      ～主役はあなた　明るく心豊かな社会の実現～
★参　　加　　者★

　関東甲信越静各都県および政令指定都市の社会教育委員
　社会教育担当職員をはじめ、公民館担当者、社会教育・生涯学習関係者・地域連携を担当する教職員等
主催・共催

　一般社団法人全国社会教育委員連合／関東甲信越静社会教育委員連絡協議会／埼玉県市町村社会教育委員連絡協議会／
　第50回関東甲信越静社会教育研究大会埼玉大会実行委員会／埼玉県教育委員会／川越市教育委員会
後援・協力　さいたま市教育委員会、埼玉県公民館連絡協議会、埼玉県ＰＴＡ連合会、(一社）埼玉県ＰＴＡ安全互助会、
埼玉県高等学校ＰＴＡ連合会、(一社）埼玉県子ども会連合会、埼玉県家庭教育振興協議会、埼玉県図書館協会、
埼玉県地域婦人会連合会、埼玉新聞社、（公社）日本青年会議所関東地区埼玉ブロック協議会、埼玉県博物館連絡協議会、
埼玉県市町村教育委員会連合会、埼玉県町村教育長会、埼玉県高等学校長協会、埼玉県中学校長会、埼玉県公立小学校校長会、
テレ玉、(一社）埼玉県商工会議所連合会、埼玉県商工会連合会、川越商工会議所、㈱まちづくり川越　他

川越市・ウェスタ川越
全
体
会

分
科
会

今、時代が変わる 人が変わる
　　　　　　　　　　そして 社会が変わる！
　　～さあ動き出せ“学び”の先へ～
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第50回関東甲信越静社会教育研究大会埼玉大会実行委員会事務局
川越市教育委員会　地域教育支援課 内　　担当：遠藤
電　話：049-224-6086(直通)　FAX：049-226-4699
メール：chiikikyoiku@city.kawagoe.saitama.jp
　　　　　　　　　　　　　大会ホームページができました。QRコードをご利用ください。

開催趣旨

第50回関東甲信越静社会教育研究大会埼玉大会実行委員会事務局
川越市教育委員会　地域教育支援課 内　　担当：遠藤
電　話：049-224-6086(直通)　FAX：049-226-4699
メール：chiikikyoiku@city.kawagoe.saitama.jp
　　　　　　　　　　　　　大会ホームページができました。QRコードをご利用ください。

分 科 会

第１分科会

第２分科会

第３分科会

第４分科会

第５分科会

実施方法

事例発表

小グループの

話し合い

　　　　テ　　ー　　マ

社会教育の担い手としてのあり方

人生100年時代における社会教育の意義

市民と行政のパートナーシップ

人材発掘、養成、フォローアップのあり方

社会教育のネットワークづくり

受　　付

歓迎セレモニー

開会行事

講　　演

シンポジウム

閉会行事

分科会打合せ（関係者）

情報交換会（希望者）

11：00

12：00～ 12：45

12：45～ 13：15

13：15～ 14：45

15：00～ 16：30

16：40～ 17：00

17：10～ 17：50

18：30～ 20：30

■２日目・11月８日㈮
　受付／ 9：00　　　分科会／ 9：15～ 12：00

■1日目・11月 7日㈭

◆問い合わせ

開催趣旨

ウェスタ川越・アクセスマップ

　2019年には、「関東甲信越静社会教育研究大会」も第50回を数え、半
世紀の節目を迎えます。また、元号も平成から新しい元号に変わります。ま
さに新しい時代の幕開けです。
　そこで私たちは、この年を『新社会教育元年』と位置付けました。これま
で社会教育が歩んできた道のりを見つめ直しながら、『明るく豊かな未来』
の実現に向けて、時代に即した新たな社会教育を模索し、行動していかなけ
ればなりません。そのためには、私たち自身が学びなおすことが大切です。
　「不易流行」。私たちは、これまで積み重ねた活動や培った文化から学び、
変わってはならないものは尊重し、より効果的に伝承しつつも、これまで経
験したことのない新しい文化や価値観、そして目まぐるしく変化する時代の
中で、どのような活動が求められているのか、その在り方や手法を見極め、
志を持って学び、行動する使命があるのではないでしょうか。
　輝ける未来の主役はあなたです。本大会は、来たるべき新時代にどう生き
るか、一人ひとりの幸せや心の豊かさとは何かを真剣に討議し、新時代に向
けた実践の必要性を発信（発進）するため、社会教育について研究・協議す
ることを趣旨とします。

川越市新宿町1-17-17

秩父夜祭（秩父市）秩父夜祭（秩父市）

和紙漉き（小川町他）和紙漉き（小川町他）

川越祭り（川越市）川越祭り（川越市）

狭山茶狭山茶 地酒・日本酒地酒・日本酒

川越唐桟川越唐桟

川越唐桟川越唐桟

川越市マスコット「ときも」

参加費（資料代）

日　程（予定）

参加費（資料代）

日　程（予定）

参加費（資料代）

日　程（予定）

３,５００円 大会報告書1,000円
大会開催要項参照

（参加費には含まれておりません）
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